
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和３年度 令和４年度
令和５年度

予定
令和６年度

予定
令和７年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

7,095,000 7,095,000

6,300,000 6,300,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

無

　令和４年５月～令和５年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　学校給食配送車両１台を更新したことにより、配送業務に支障をきたすことが
なくなり、教育環境の改善が図られた。
　具体的には、荷台の扉をオーバースライダーに変更したことにより、コンテナ
の積み下ろしがよりスムーズになり、コンテナの落下事故などの危険性もかなり
軽減された。
　更新前の車両と比べ、燃費が良くなり環境への影響も改善された。また、特定
防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを、町ホームページ及び広報誌に掲
載したことによって町民への周知を行った。

今後とも教育関係者や地域住民の理解を得ながら計画的に事業を実施する。

事　業　評　価　書

矢臼別演習場関連公共用施設(教育文化施設：学校給食配送車両購入)整備事業

浜中町長

浜中町学校給食センター（厚岸郡浜中町浜中桜東３２番地）

　現在使用している学校給食配送車両は、平成10年度に購入した車両であり、総
走行距離が22.6万kmを超え、マフラーやボディが腐食により穴が開いているな
ど、車体の損傷も著しく円滑な学校給食配送作業に支障をきたしている状況にあ
る。
　このため、学校給食配送車両1台を更新し、安定的な学校給食配送作業を行う
ことにより、教育環境の充実を図る。

　学校給食配送車両　１台



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円

7,513,737

4,494,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

令和４年８月～令和４年１２月

無

　今後も学校現場の状況及びニーズを把握し、学習環境の改善、探究活動の質的
充実を図る。

　整備後、学校関係者からの聞き取りで、ソフトウェアが換わったが生徒はパソ
コンを使いこなし、不具合もなく円滑に授業ができているとの意見があり、ＩＣ
Ｔ機器を使った安定的な学習環境の維持が図られたことが確認できた。

　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を、次の方法に
より、地域住民への周知を図った。
　１）町広報誌「はまなか」への掲載
　２）学校だよりに掲載
　３）学校ホームページに掲載
　４）情報処理室入口等に交付金事業名を表示

交付金額

事業費

計

円

7,513,737

4,494,000

事　業　評　価　書

教師用ＰＣ　１台
生徒用ＰＣ　２６台
プリンター（カラー）　１台
プリンター（モノクロ）　２台
周辺機器整備　一式

　情報処理室のパソコンは授業教科「情報」「簿記」で使用し、検定試験ではパ
ソコンにより回答するシステムになっている。
　また、現有パソコンは平成２６年度に導入され、インストールされているソフ
トウェアは旧式で、液晶画面が歪むトラブルが続発しており、授業に支障をきた
している状況であることから、安定的な学習環境維持のため更新し、ＩＣＴ機器
を使った授業展開ができるよう学習用パソコンを整備する。

北海道霧多布高等学校（浜中町霧多布新川東2丁目41番地）

浜中町長

矢臼別演習場関連公共用施設（教育文化施設：学習用パーソナルコンピュータ等
購入）整備事業



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和３年度
まで

令和４年度
令和５年度

予定
令和６年度

予定
令和７年度

予定

円 円 円 円 円

233,737,843 27,471,588 29,601,466 30,115,047

交 付 金 200,585,000 26,000,000 26,000,000 26,000,000

市町村費等

そ の 他

運 用 益 7,380 15 334 334

計 200,592,380 26,000,015 26,000,334 26,000,334

200,500,000 26,000,000 26,000,000 26,093,063

92,380 92,395 92,729 0 0

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

事　業　評　価　書

矢臼別演習場関連特定事業（医療に関する事業：診療所維持運営）

浜中町長

浜中町立浜中診療所（厚岸郡浜中町霧多布東３条１丁目４０番地）

医師報酬への充当

平成２７年度～令和６年度

計

円

320,925,944

278,585,000

8,063

次年度以降も、医療環境の維持のために計画的に事業を継続する。

無

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標
　本事業により浜中診療所の医師定住（確保）を維持することで無医地区となることを防ぎ、町民が安
心して暮らしていけるよう医療環境の向上を図る。

事業費

基金
造成額

　本基金により、当診療所の人件費を確保することが可能となったため、安定的な診療所運営ができ
るようになるとともに、継続的に利用できる医療環境が図られて、利用者からも町内に医師がいること
で安心している等の評価を得ている。
　 また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用し実施していることを、町ホームページ
と広報８月号に掲載した。

事 業 費 及 び 交 付 金 額

278,593,063

基金処分額 278,593,063

基 金 残 額



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和３年度
まで

令和４年度
令和５年度
予定

令和６年度
予定

令和７年度
予定

計

円 円 円 円 円 円

521,911,044 126,843,646 126,843,646 775,598,336

交付金 404,380,000 106,528,000 50,000,000 560,908,000

市町村費等 270 270

その他

運営益 17,844 173 2,806 20,823

計 404,398,114 106,528,173 50,002,806 560,929,093

403,677,000 80,000,000 77,252,093 560,929,093

721,114 27,249,287 0 0 0

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

　保育所の円滑な運営と、より充実した保育サービスを維持することが可能となり、質の
高い保育を提供することができた。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用した事業であることを以下の方
法により周知した。
・町のホームページに掲載
・広報誌に掲載（８月号）
・保育所内掲示場所への掲示

　次年度（最終年度）も、安定的な保育サービス維持のため、計画的に事業を継続する。

無

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

保育所の維持運営管理

平成２６年度～令和５年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

事業費

基金
造成額

基金処分額

基金残額

事　業　評　価　書

矢臼別演習場関連特定事業（福祉に関する事業：保育所維持運営）

浜中町長

霧多布保育所（浜中町霧多布西３条１丁目４番地）外

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

　保育所は、子育てを行っている保護者が就労することができる環境を整えるとともに児
童の健全な成長、発達のために町民にとって必要な施設である。
　このため、保育所の安定的かつ円滑な維持運営を確保するに当たり、本事業により基金
造成を行い、継続的に利用できる保育環境の充実を図る。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和３年度 令和４年度
令和５年度

予定
令和６年度

予定
令和７年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

42,570,000 42,570,000

38,600,000 38,600,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

事　業　評　価　書

ロータリ除雪車　１台

矢臼別演習場関連公共用施設（交通施設：ロータリ除雪車購入）整備事業

浜中町長

土木車両車庫（厚岸郡浜中町浜中桜南８１番地）

　現在使用しているロータリ除雪車は、平成１５年１月に取得したものであり、老朽
化による馬力の低下等から冬期間の除排雪及び維持作業に支障をきたしている状況で
ある。
　このため、本事業でロータリ除雪車を更新し、安定的に町道の維持管理を行うこと
により、住民の安心・安全な生活環境を整える。

無

令和４年５月～令和５年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業により、冬期間の町道の除排雪が効率的かつ安定的に行うことができ、住民
の安心・安全な生活環境の整備が図られた。
　なお、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを、車体本体に記載すると
ともに広報誌やホームページに掲載することによって地域住民に周知を行った。

今後とも道路管理維持作業車の使用状況等を踏まえ計画的に事業を実施する。


